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はじめに 

 

太陽光発電システムの設置量は、2012 年よりの固定価格買取制度の実施により、大きく増加して

います。これらの太陽光発電システムは、通常時の発電（売電含）機能に加え、自然災害等により 

停電が発生した場合に、停電用コンセントから電力を供給する機能（自立運転機能）を持ち、電力（最

大１５００W）を得る機能を有しています。 

 

近年、自然災害による大規模停電が発生して非常時の電源確保について社会的な関心が寄せられて

おり、2019 年 9 月の千葉県における大規模停電の際の調査では約 8 割のユーザーが自立運転機能を

活用した結果が出ている一方で、活用したくても使い方が分からなくて活用できなかった方が 2 割程

度おられることが判明しました。 

 

 このような状況を受け、本ガイドラインは、同様の自然災害が発生してしまった場合や電力会社の

やむを得ない事情により停電が発生した場合を想定し、自立運転機能の操作をユーザーに判りやすく

伝える「表示シール」を整えるために作成しました。 

本ガイドラインに沿って「表示シール」を作成することにより、太陽光発電システムメーカーが異

なった場合でも、自立運転機能を利用しやすい環境が整うことを期待します。 

また機器本体に貼るシールのみならず、その他ご自宅内の目につきやすい場所へ提示する場合も同

様に本ガイドラインに沿った作成を提案いたします。 
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１．適用範囲 

 日本国内向けに出荷される住宅向け太陽光発電システムを対象とする。 

ただし、停電時に電力供給が自動で切り替わる機能を有する太陽光発電システムや蓄電池付き太陽

光発電システム等は除く。 

 

 

２．目的 

 太陽光発電システムを利用している発電事業者において、停電等が発生した場合に専用コンセント

から電力を得る機能（自立運転機能）を速やかに利用しやすい環境を整える必要がある。 

 太陽光発電システム機器は、システムメーカ―毎に構成機器が異なる場合があるが、システム  

メーカーが異なった場合でも、自立運転機能が利用可能となる手順の案内を目的とする。 

 

3．シール作成定義 

 以下に示す３項目は、表示シールを作成する場合の記載必須項目として規定化することとする。 

 

【記載必須項目】 

① 自立運転へ切り替えるための操作方法 

② 復電した場合の連系運転への復帰方法 

③ お問い合わせ先 

   ※自立運転への切り替え時の「太陽光ブレーカ（PV ブレーカ）／主幹ブレーカ」の操作に   

関しては、記載事項として必須では無いが、安全性を考慮して記載する場合はブレーカの  

設置場所が分かる様に記載する。 

 

また、各太陽光発電システムメーカーにより、パワーコンディショナ等の設置場所（屋内設置型/屋

外設置場所）が異なることや、表示器（発電量等を表示する機器）も必須機器では無いため、シール

添付場所は各メーカーに決定頂くが、停電後に自立運転機能の利用を希望された場合に、確認する機

器に当該シールを掲載頂く。 

 

その他、注意事項（停電用コンセント最大出力等）や停電用コンセント位置等のイラストや写真など

は、可能な限り記載をお願いするが、表示シールの大きさにより記載可否は各メーカー判断とする。 
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4．シールの例 

１）屋内設置型パワーコンディショナの表面カバー部分に添付するシールの事例 

 

 

２）屋外設置型パワーコンディショナにおいて、底面部分に添付するシールの事例 

 

 

３）パワーコンディショナの底面では見えにくい場合、表示器部分に添付するシールの事例 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

０00-000-000 

お問い合わせ先 

お問い合わせ先 
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おわりに 

 

協会としては、本ガイドラインが会員会社だけでなく、広く認知され積極的に活用される事で、 

自然災害等で停電が発生してしまった場合でも、太陽光発電システムが分散電源として活用されるこ

とを期待している。 

 

 

 

以上 

 

 

 


